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MARKETING RESEARCH TO PROMOTE MOTIVATION FOR TRAVELING TO SWEDEN: 








 Nowadays, purposes of traveling abroad among Japanese people are in transition. In this study, 
focusing on Sweden as a niche destination, we create three travel plans in consideration of marketing 
mix based on investigations for classifying impression on countries and extracting values of trips to 
Sweden. Furthermore, we conduct another investigation to confirm the validity of the plans, and design 
coherent plans according to data analysis. This study would promote motivation for traveling to 
destinations that have not come under the spotlight, by reflecting the trend in outbound trip today. 











ド旅行者数の急成長に対し，過去 10 年間以上に渡り 1,695
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10 代後半から 60 代までの男女計 60 名を対象とし，ア
ンケート調査を行った．本定量調査では，先行研究[4]を
参照しつつ，11 項目の形容詞を用意し，独自の基準で選




















ドログラムを図 2 に示す．また，15 の国を 5 つのクラス
ターに分類したときの各クラスターの因子得点の平均値
を表 1 に示す． 
 
図 2	 階層クラスター分析の結果（デンドログラム） 
 
表 1	 各クラスターの因子得点の平均値 






番国 2.37 −2.68 0.64 1.51 
（クラスター2）出会いや




0.80 0.61 −0.33 −0.82 
（クラスター4）気軽に行
くことができる国 −0.07 −0.75 1.95 −0.03 
（クラスター5）海外旅行





















































































































































方針，SWOT 分析とクロス SWOT 分析の結果を踏まえ，































































































































































インターネット調査は調査会社に依頼し，2017 年 11 月
29 日〜12 月 1 日にかけて実施した．回答者の構成として
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性」である場合は右の枝へと続き，第 3 ノードの Q5 の「旅
費の安さ」に関する項目に続く．「旅費の安さを求める」


























答）において，130 人中 86 人が「インターネット」を回
答していることから，インターネットによる旅行の事前







・	宿泊をしないホームステイという名目で PR を行う． 
d）プライス 




























高いと感じ始める 安いと感じ始める 高過ぎて買わない 安過ぎて品質に不安を感じる  
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